
説明 

（室長） 

 

本日の資料はこれまで土地利用計画策定委員のみなさんと１２地区の説明会以後説明を加

え、農業委員会及びまちづくり懇談会において説明させていただいた原案である。当然確

定版ではないので、今後の方向性についてさらにご検討いただきたい。 

 

Ｐ．１検討経緯 

各ゾーン境界の設定の考え方として、農業委員会の指摘から、最終的にはもっとぼやけた

感じで境界を示さず円で示すような形のゾーンの設定をしている。 

幹線道路については国道とフルーツライン（広域農道）の道路幅を示している。 

上段道についてもそういった考え方を持っているが、現状と大きく変更するものではない

という認識である。 

Ｐ．２ゾーニング設定理由宅地化ゾーン 

前は歴史文化保全型宅地化ゾーンというような言い方をしていたが、そういったものはな

くし、すべて宅地化ゾーンとしている。 

Ｐ．３、４沿道土地利用規制、商業地、工業地、優良農地保全ゾーン 

Ｐ．５説明会の時にお示ししていた図面 

国道、工業地などを具体的な線で引いている。全町を何かの形で色分けをしていた。 

Ｐ．６住民懇談会で出た意見 

Ｐ．７下市田で出た意見 

Ｐ．８現在の事務局案。いろいろな意見が出ているため、全て拾って一つの方向に持って

いくのは難しい。その中で一つの形としたもの。 

Ｐ．９農振農用地の一覧（参考） 

紫：第１種農地 赤：構造改善を行った第１種農地 

 

 

土地利用計画の位置づけは、現在策定している地方版総合戦略、第６次まちづくりプラン

を実行するために、リニア開発圧力がある中で高森町が守るべきもの、開発していくべき

ものは何か、という視点で土地利用のゾーニングを引くものであった、というところに振

り返っていただきたい。農地、一種農地というのは抜きにして、町に必要とされる部分は

どういうところかをみなさんとワークショップを行い最終的に資料のような図面ができて

いる。白く抜けている部分については、町がゾーンとして指定していない場所。例えばハ

ザードマップのレッドゾーンに入っているものや、河川敷の河川区域になっている部分を

除き、今は農地になっていたり宅地になっていたりして大きく指定する必要がないのでは

ないかというところである。 



今日の議題について、まずゾーニングについてのご意見をいただきたい。ご意見をいただ

くことにあたり、原点に返っていただいて、高森町が将来向かうところはどういうところ

か、その土地利用について、この案でいいのかどうかの意見をいただきたい。 

 

 

意見交換・質疑等 

 

委員：Ｐ．９の青は？ 

室長：ハザードマップで河川敷などの災害区域 

委員：広域農道沿道住宅地形成ゾーンの幅は何ｍか？ 

室長：両側３０ｍずつである。 

委員：広域農道沿道住宅地形成ゾーンということは、人が住むということか？ 

室長：カインズ、アピタのような大型店舗は誘致しない。アンジャーネ、佳芳みつ蜂のよ

うなものは想定している。 

委員：広域農道沿道住宅地形成ゾーンは住むところと考えると、町だけの道路ではない。

広域的な幹線道路という意味合いもある。ある程度景観を壊さない商業地であれば開発

するのも良いと思うが、人が住むとなると交通量が激しくなり、危険度が増してくる。

住宅地形成ゾーンというと住むところというイメージになるため、表現の仕方は考えた

方がよいのでは。 

室長：たしかに住宅といってしまうと住む住宅というイメージになるので、表現の仕方に

ついて変える。 

委員：高森はゆっくりした環境のいいところで住める方がよい。幹線道路で交通量が激し

いところを住宅にするのは逆ではないかと思う。 

委員：飯田の警察署の担当の見解では、フルーツライン（広域農道）は上県道、国道のバ

イパス的な役割を持っているが、信号や横断歩道を作ると交通の流れが変わり、本来の

バイパスの役割を果たせていない。下平駅の周辺の国道沿いには上手に住宅地ができて

きていると思うが、国道に面している所には家は並んでいない。国道に並行するように

小さい地域内道路のようなものができて、その周りに新しい家ができてきている。広域

農道沿線を宅地にするにはもう一本脇に生活用道路を作ることをふまえて行かないと厳

しいと思う。 

 

委員：フルーツラインは車で走っていても美しくて楽しい道であり珍しいと思う。今後リ

ニアやスマートインターの関係で商業施設が増えると思う。先ほど大型の商業施設につ

いては規制するといったが、やはり現在の国道のようになってしまう気がするため、今

のいい道を残すためにはそれ以外でもなるべく規制したほうがよいのでは。 

 



委員：商業に規制をかけるということについて、下伊那郡の中でも高森町にしかない強み

を活かして発展すべき。その強みを伸ばすためだったら、自然、景観に限らず商業もあ

りだと思う。 

 

委員：農業をベースにしたような新しい事業は当然必要なことだが、それによって例えば

フルーツライン沿いの景観を変えることはないのではないか。あえて景観のいいところ

に商業を誘致する必要はないし、他の場所でもいいと思う。旬彩館のような施設ができ

ることには賛成である。土地利用計画のタイトルは何かというメインテーマが欲しい。

皆が言っていることをあっちこっちつぎはぎしてしまうと何がいいかわからなくなって

くる気がする。次世代を見据えてという町らしいテーマがあると皆にわかっていただけ

るような気がするがどうなのか。 

 

室長：若干話の方向性が見えなくなってきているので、補足をさせていただきたい。町が

目指すものは、振興総合計画「つなぎつながるこの先の高森町へ」という部分である。

今ある必要な、残さなければならないものを、今のご意見を踏まえつつ次の世代にどう

いったもので繋いでいくかという考え方が一番にある。町が何を目指すかというより、

町民の皆さんが何を目指すかというそこが論点になるため、行政の立場で私がこういう

ものを目指したいと言うことはないが、ただ総合計画に書かれていたり、今計画を策定

している地方版総合戦略の中で検討していることについては、高森町はやはり１万３千

人の人口を今後も維持していきたいということが一点、さらに人口構造について、今

1,500 人くらいの子どもたちがいる年少人口の構造を減らさずに保っていきたいという

ことが一点である。 

高齢者が増えていってしまうのはやむを得ないことなので、14 歳以下の年少人口を保っ

ていきたい。そこが一番大きなところでそれをするためにどうしたらいいかということ

を考えると、今の若い人たちに家にある農業を継げということはたぶん不可能である。

兼業でやれということは、もしかしたらやる人がいるかもしれない。であれば、ある程

度その若者達が子供を生んで子育てするために勤められる場所を確保しなければいけな

いので、そのためには農地を潰してしまうのはやむを得ないということを考える。そう

いう人たちが満足して暮らしていただけるような所というのは、ある程度商業施設や医

療施設や道路などが満たされていなければいないが、高森町について、そこは他の町村

に比べて非常に有利に働いているという分析をさせていただいている。その結果、今ま

で人口が増えてきているし、年少人口も増えてきている、今は 16.1％、年少人口の比率

は長野県で一番である。そういう結果もついてきているので、この構造を崩さないよう

にいきたいという気持ちがあるということである。そのために、土地をどのようにして

いったらいいのかというのが議題になりますが、先ほど言ったとおり守らなければいけ

ないものというのをきっちりと示すことによって、残った所をどういう開発をするかと



いうような考え方の方が無難だと考えている。今、意見の出たフルーツライン沿線につ

いては、今後守るべき場所だということであれば、逆にこの沿道については必要箇所を

指定するのみで、例えば吉田の区域については絶対手を入れないようにするといったこ

とができるだろうと考える。国道については先ほど仰っていただいたが、都市計画道路

の街路に指定されているので、もう住宅が近くには建たないので、元々住宅を建てる場

合は下がって建てるというルールがある道になる。 

フルーツラインも後々にはもしかすると県道との入れ替えで、県の一般道路にしてほし

いという要望を町はあげているが、今までの補助金や起債、借金であったり、そういっ

たものの関係上まだそこができない部分もあるが、県も条件が整えば県道に変えること

については了解をいただいているので、そうした場合についてはある程度県の開発行為

や複数路線化等についても、今後検討されていく可能性はあると思います。ちなみに国

道については、リニア開通までの４車線化について高森町内は無いということになった

ので、現在のままの状態で開発を進めていくしかない。 

話を元に戻させていただいて、そのように考えた場合、例えば喫茶店や軽食屋など、す

でに、じゃげな、アンジャーネ、あんしん市場、セブンイレブンやファミリーマートも

ある状態に既になっているが、これ以上の開発行為についてはこの沿線についてはやめ

た方がいいのか、やめる区間を指定した方がいいのか、それともそういった商店は便が

良かったりするので含めて入れた方がいいのか、そこについて話をお聞かせ願いたい。

フルーツラインの話でいかがか。 

 

委員：先ほどフルーツラインの沿線の所はそれ程開発しない方が良いという話が出たが、

やはり北の方から飯田市へ入るバイパスとしては非常に良い道だと思う。したがって信

号機も今以上追加はせず、ただしその信号機を入って行った所に集落的な密集地という

か家を建てるということをしたほうがよい。フルーツライン沿線に家を建てられると、

日陰になって雪降って滑ったとか転んだという問題が出るので、あの沿線は宅地化しな

い方がいいと思う。 

 

委員：幹線道路、フルーツライン沿いは南アルプスも見えて、割といい環境にある道だと

思う。いろんな店舗がごちゃごちゃあってまとまりのつかないものになってもらいたく

ないということと、住宅というゾーンという言い方が気になったので言わせてもらった

が、景観をきちんと守れる維持できるように、高さを抑えたり建物の色を派手な色を使

わないものにするとか、看板の規制をつけるようなことをしながらの、ある程度の開発、

宅地化はしょうがないと思う。また、このゾーンという言い方だが、フルーツラインと

いうのは線、川も線、面的なものと線的なものと、施設を点で考えると、国道や広域農

道の道の線、川沿いの線の部分と、面の部分との宅地について土地利用計画を立てる時

に、そこを変えた感じの計画をしていった方がいい気がする。宅地形成ゾーンというと、



30 メートルの幅に家を全部建てていくように思ってしまうので、そういう表現の仕方を

ここで示すには、線、面、点といったことの点の集合体みたいな形の表現の仕方という

ところを、次の段階になるかもしれないが、沿線については皆さんと同じように景観が

ある程度維持できるような開発をという言い方をさせていただきたい。 

 

委員：やはりこれは開発の仕方によって、魅力を増せば、台無しになってしまう可能性も

ある。例えば、先ほどみつ蜂の話が出ましたが、あれは一つ魅力的なポイントになって

いると思う。それによって飯田や松川からもお客さんが来てくれたり、人気スポットに

なっていますし、また近くに丸山公園があるので子供たちを遊ばせて、その後お母さん

たちが休憩したり、お話をしたりするのにも使われているなど、魅力的な拠点になって

いると思います。 

例えばもっと大きな建物になってしまうと、これは高森ではないが飯島に里の菓工房と

いうお菓子屋さんがあるが、そこも魅力的である。みつ蜂に比べると遥かに大きいし駐

車場も広くとってあるが、アピタがくるのとは全然訳が違う。あれも沿線上の魅力の一

つになっていると思うが、道路の反対側、松川寄りの少し引っ込んだところにプレハブ

みたいなラーメン屋さんもある。例えば、このフルーツラインにプレハブみたいなラー

メン屋さんが来たとしたら、魅力を台無しにしてしまう。これは金銭のこととかいろい

ろあるので、一概にひとくくりにはできないが、例えばみつ蜂のようなお店ができれば

魅力度を上げることにもなる。ですからここは金銭とか難しい問題もあるが、開発に一

定の決まりを設けて、場合によっては、美しい景観を形成するために町が助成をするこ

とも必要になってくるかもしれない。そこも含めてやって、魅力をさらに倍増させると

いうような作り方をしていくのがいいのではないかと思う。 

 

委員：反対意見を言うわけではないが、長い間みていると、昔は何もなく田んぼで道もな

かったのが、ああいう形でまちになっていくのは、まず経済が優先されるからだと思う。

次に安全や安心が優先されて、景観が一番最後になっていくのではないかと思う。だか

ら経済を無視して造成費のかかるところにわざわざ家を建てるとか店を構えるとかいう

ことはないと思う。そう考えて上段道はどうなっているかとみると、例えば牛牧のあた

りは開発が増え、出原のぐにゃぐにゃ曲がっている所には、あえて店舗などを建てるこ

とは少ないし、住宅も車がびゅんびゅん通る所に建てることはないと思う。それから景

観のお話があったが、小さなお店ができると、例えば、セブンイレブンができると、セ

ブンイレブンというカラーのお店ができてしまう。飯島のコメリという大きな店もコメ

リカラーができてしまっている。そういうものを規制するのかどうなのかということだ

と思う。先ほどの質問に対する答えだが、それはどんどん増えていってもいいのではな

いか。ただ、フルーツラインの本当に住宅、店舗などが建てられないところは景観が残

るし、条件のいい牛牧のような所は、ローソンも入っているし、そうなってしまう。そ



れは、もう経済に優先されていくんじゃないか、そういう社会じゃないかと思う。 

 

委員：今の商店を規制した方がいいということについて、今、里の菓工房、みつ蜂の話が

出た。結局何が言いたいかと補足説明になりますが、理想の高森町の将来像に向かって

必要となる高森町を高森町たらしめているもの、例えば干し柿やりんごの果物だった場

合、里の菓工房やみつ蜂は何ら違和感なく商業施設として迎え入れるべき。そうではな

いものはもしかすると規制をはるというものになると思う。兵庫県伊丹市の例で、市民

の方々が今から 20年前、30 年前から地域住民や事業者たちが信じてずっと突っ走って今

の結果になっている。あと、過去のあったかもり会議でポートアイランドの例を触れて

いたかと思うが、ポートアイランドは人口が減ってきて過疎化が進む中で、何十年か前

にこうするんだと住民が確固たる意志を持って、工業地域、農業地域、観光地域と区画

整理して選択と集中からこれを伸ばしていこうとしている。高森町もむやみやたらに経

済になびいてどこにでもあるような町になるのではなくて、こういう町でいこうと腹を

くくってやっていく決意が私たちに求められるのではないかと思う。 

それは事業主、民間の人たちには行政の力なくして区画整理はできない。その部分は、

残していくもの、少しずつ変えていくもの、なければ作っていかなければいけないので、

そういった柔軟性を持った考えのもと行政が区画整理をして受け入れるもの、受け入れ

ないもの、残していくものという判断があれば私たちもやりやすいのではないかと思う。 

 

委員：先ほどの経済の話に戻るが、経済優先で進めろという部分もあるのは当然であるが、

国道は計画や規制などなしで経済優先で進んできた結果、ある程度ごちゃごちゃしたよ

うな沿線になっている。フルーツラインについて土地利用計画の話をする中では、ああ

いう景観をつくりたくないから規制をかけてやりたいということで集まっているのでは

ないか。景観より経済優先でやっていけということになれば、国道と同じように看板は

好きなように立ったり、大きな建物が建ったり、開発もお金が回っていくのなら好きな

ようにどんどん優先させていくことになるが、この町でフルーツラインの話をするとし

たら、景観が良いところを含めて商業発展も考えられるため、景観をある程度重点にお

いた開発をしてもらった方がいいのではないかと私は思う。それでこういった土地利用

計画の話をしているので、経済優先で儲かるようなところがどんどんできていくのでは

なくて、ものをつくる人たちも全体の景観も併せて考えてもらって大きくて真っ赤に目

立つ看板などが立つのではなくて、完全にそういうものはやめて、建物も平屋もしくは

２階くらいで景観を損なわないようにしてください、屋根の色、壁の色、建物の色も規

制をつけて景観を維持しながら、道路沿線も里の菓工房のような建物が建っても何パー

セントは木を植えてください、駐車場ばかりだだっ広いだけでなく駐車場の中に樹木が

挟んであるようなパーキングスペースをとってくださいといった形で景観を維持するな

ら、開発をしていいという、開発をもしやるならそういう規制をかけたフルーツライン



の計画を維持できるような土地利用計画で示して、始まったときにはこういうものがあ

るのでこのようにしてくださいと言えるようなものにして、この建物は建ててはいけな

いとかこれはいいですとそんなことまでは、先ほどのお話ように経済のことを考えたと

きには店舗の中でも色んな物があるので、そうしたものは規制できないと思うので、そ

うしたものは景観的なものを維持していけるような取り組みをやっていった方が良い。

あと、少ない施設の中でホテルをつくるとか目的がごちゃごちゃした町にはならないよ

う規制をしておいた方がいいと思う。 

 

委員：そういうことを言っているのではなくて、今までこの土地をみてみると、どの沿線

でも経済優先で、ものが進んできている。その例として、あそこにあれば売れるからと

経済優先でセブンイレブンがあるわけである。セブンイレブンカラーじゃなくて、別の

カラーにしなさいと言う以前に、セブンイレブンができることについて経済優先で物事

が進んでいるわけである。 

 

委員：それはそれでいいが、そこにセブンイレブンをつくるにしても、そこに樹木を植え

たり緑地を何パーセント以上おいてくださいというのを土地利用計画で規制をかけたほ

うがいいのではないか。 

 

委員：それは経済優先でものが進んでくるので今の状態になっているということは一つ理

解してもらいたい。それからどうするかを考えるのは、もう一つ町で規制をするという

ことは非常に難しい。例えば飯島町だと沿線にそういうものをつくる場合には、住民で

協定を結んで住民の中でもんでください、住民の合意を得てくださいという決まりが一

年くらい前にできているため、今コメリなどの商業施設をこれから建てようとしても建

たないと思う。それは、飯島町の景観条例で決まっているからである。そういうものを

高森町でつくるかどうか。 

 

委員：それをつくるということで始まったのでは。 

 

室長：一回まとめさせていただくが、議論が途中から土地利用から景観に変わっている。

今現在で議論いただいている景観の話については、この資料の下（Ｐ．８）にも書いて

あるとおり、土地利用計画である程度のゾーンを引いた後に、今話が出たようなことも

含めてそのゾーンに合わせた景観計画を策定して、景観行政団体に移行し、その後景観

条例を出していろんな規制をかけるつもりでいる。その前段階として今土地利用を話し

合っている。 

そもそもフルーツラインに若干店舗が建ち並んだりするイメージ、例えばみつ蜂のよ

うな店舗でもいいが、そういったものをフルーツライン沿線で許可していきますかとい



うところに、話を戻していただきたい。 

もしそこはＯＫな場所にしましょうとなれば、店舗、看板のカラーを規制して本来のカ

ラーでなく、そこの景観にあったものになっているものも実際存在しているため、この

次の段階の景観計画の中で、やはりそこは看板はやめようといった議論の機会を設ける。 

 

委員：ズバリ言うと、そういうものをどんどんつくりましょうというのが私の意見である。 

 

委員：私は牛牧の関係だが、景観形成をやっている区については前からずっとやっている。

看板はこうだとか色はこうだ、などいろいろ景観形成の仕組みが出来ています。それに

従って牛牧の区はすべてやっているわけです。業者がきても宅地のところに建てては困

るとか、そのくらいの権限を持って区でやっているわけです。規制しているので変な開

発はできない。牛牧の場合、景観が良くて、例えば安心市場の横のところに、もし食堂

ができても下に天竜川がずっと見える場所で、そこに食堂をつくりたいという人が来れ

ば、景観条例の範囲内でいつでも許可する。そうしなければ人口が増えてこない。これ

はだめ、これもだめと言っていたら人口は増えない。景観形成の触れない、社会常識に

触れない、まあまあいいだろうということなら、どんどんやっていきたいと思っている。 

 

委員：住みやすい日本一のしあわせタウンの高森というものを女性の目線で見ると、この

上市田、牛牧地区の宅地化ゾーンはやはり買物をしたり、子どもが遊べるような公園が

あったりとか、総合的に計画を立ててやっていっていただきたいので、このフルーツラ

インに住む人たちにとって必要なもの、欲しいものがきたいということであれば、規制

を必ずかけてあった方が住みやすい場所になっていくと思う。今、アピタやキラヤとか

そういうショッピングタウンが国道沿いにしかない。最近は 75 歳で認知症の判定をされ

ると免許を取り上げられるとかという時代になってきているので、上の段の方達が将来

高齢になった時に、歩いていけるところにそういう店舗があってもいいのではないかと

思う。このフルーツラインの吉田の辺は宅地になっていないが、これは賛成。というの

は、役場の周りに中学校、小学校があり、保育園のある場所もどっちかというとこの２

ページの左側の方にまとまっているので、子供たちの通学がそういう危険性を考えると、

大変失礼にはなるが、あまり遠いところに宅地化を進めるというのは好意的じゃない気

がする。 

 

委員：私は、以前県外に住んでいたが、時々こちらに戻って来た時に何か楽しみだったか

というと、車でフルーツラインを走るのが非常に楽しみで、今は紅葉が素晴らしくて、

それが癒しというか楽しみであった。私だけでなく、県外の友人やそういう関係の人も、

こちらに来て、あの道路を通ると本当に感激する。しかし、フルーツラインに店などが

何もないと、どこで飲み物を買おうかと思う。みつ蜂さんはとてもいい癒しの場所だが、



ランチがなくコーヒーとケーキだけなので、お昼はどこにしようかと思った時に、例え

ば景観の良い所にレストランがあれば、みつ蜂さんでコーヒーを飲んでお昼になってラ

ンチをして、少し何か買いたいと思ったら、セブンイレブンなどで買物をして、夕方に

なると直売所は早く閉まってしまうので、何か欲しい時に何もないと、わざわざ下のア

ピタとかに行かないといけない。そういう時に小奇麗な商店があれば、あの辺の方達も

わざわざ下に降りたりしなくても買物ができる。そういうことを考えると、やはり景観

も大事だし、ちょっとした買い物ができる場所も必要、それもコンビニがああいう色じ

ゃなくて規制ができるとしたら、統一性を持たせてすると非常に良いと思う。ここに住

んでいる方は景観というのは人によっては慣れていて感激しない。それは個人差がある

が、外部の方達にアンケートをとってこのフルーツラインをどうしたいかとか、どう思

っているかとか、フルーツラインだけじゃなくて上段のハーモニックロードについても

聞いてみるのもいいのではないか。そういうことで、私たちがここに住んでいて気付か

ないことも、外部の人たちの気持ちとか惹きつけるものを改めて思い出すことができる

と思う。そういうことをしながら、私たちはもっとどこがきれいかというのを今一度認

識したらいいと思います。 

 

委員：今の土地利用計画、開発と保全ということに、これは保全、高森町すでに乱開発進

んでしまったがここだけは守りたい、ここだけは宅地化してもいいというのをはっきり

して、メリハリのある利用計画にしなければいけないと思う。今経済の話が出ているが、

今の時代の流れから見ていると美しい風景とか景観がすごくお金になる時代である。経

済＝店というところから考え方だけでなく、地域資産とか自然とかも頭に入れた利用計

画を考えた方がいいかと思う。それと農業はもうだめだと言うのではなくて、やはり地

域で食料機能を考えればこれは絶対農業も考えていかないといけないので、組合を見て

も昔からの農家もサラリーマンを辞めて農業をやっている人も多いです。そういう雰囲

気もあり、うまく発展できるようなものも考えていかないと、農業振興も当然一番に考

えていかなければいけないと思う。 

 

委員：個人的には、この地図のフルーツライン 30ｍの範囲は全然足りないというのが正直

な気持ちである。30ｍだと本当に道路脇に家なり、商店なりが建つだけなので、もし開

発をしていくのであれば、もっと懐の深い開発をしていかないと小規模な施設を並べる

ようなことになってしまいそうな気がする。それで広げるということを考えた場合、高

森町の土地のポテンシャルに関してはいろいろ研究をしてきたと思うが、人材のポテン

シャル、例えば農業だったら農業の後継者、商店だったら商店の後継ぎのような人材に

関してのファクターを土地のポテンシャルに重ねてみるという行為が足りないと思いう。

いくら土地として優良農地でありますと言っても、だれも後継ぎ、人材がないというこ

とになったら、そこは荒廃していくのが目に見えている。使わなければもったいないし、



荒廃して荒れ地になってしまえば、全体の景観もどんどん落ちてきてしまうのではない

かと思う。たまたま、私は昨日小学校の５年生の社会科の授業で農業人口について勉強

しているところに立ち会ったが、その中で、家でお米を作ったり農業やっている子は何

人かいたが、後を継ぎたい子はいなかった。どうしてかを先生が投げかけていたが、ま

だ５年生なので明確には答えられないが、イメージとしてビジネスマン、いわゆる勤め

人の方がかっこいいみたいなイメージを漠然と持っていたようである。社会科の資料を

見たらおそろしいほど農業人口は減っている。しかし 70 歳以上の人口はあまり減ってい

ない。30 歳未満の人口がほとんどグラフの帯に出てこなくなっている。話を戻すと、土

地のポテンシャルに人間のポテンシャル、人材みたいなものを重ねて本当にできるのか、

どうしていかなければいけないのかということをみるステップがちょっと足りないので

はないかというのが正直なところである。 

 

委員：フルーツラインについてのイメージについて、今の飯田下伊那に来る人たちは、何

もないからこそ飯田に来る、引っ越してくるというちょっとした不自由の中の豊かさを

求めてくるという流れがあると思う。先ほどから、商業、商業と言っているが農業とか

環境とか手つかずの自然を第一に優先しているということは誤解しないでいただきたい。

また、「日本一のしあわせタウン」というキャッチコピーだが、行政から言わせると高森

町のグランディングで進める上で有益なもの、私たちに言わせると生活をより豊かにす

るという観点に立てば、例えば先ほど言ったみつ蜂の横にある牧屋さんなどはライフス

タイルを提案するものだし、みつ蜂なら食べ物屋さんだったり、安心市場やパン屋さん

なども私たちの生活を豊かにするものだと思う。だから「しあわせタウン」という一つ

のコアのもとで、行政視点、私たち視点でそれぞれの立場で考えれば、シンプルに考え

られるのかなと思う。 

 

室長：いろいろご意見をいただいたので一回まとめさせていただくが、広域農道一つを取

って全て同じ条件にしろというのは無理だということがわかった。一つは大島川から南、

飯田方面については、今から規制をかけても既に手遅れであるのだったら、ある程度許

可をする、ただその後景観条例をきちんとして、景観形成を行うという条件のもと、現

状の商業地等を含めて考える。また吉田から出原にかけては、出原もご意見をいただい

た市田酪農の辺りからの平地部分はこれからもそういう可能性が出てくるだろうという

ことなので、そこと北小学校から北、松川境までの間についても条件としては同じよう

な感じなので、そういった場所を区切ったところも、沿道も店舗であったりとか、施設

を積極的にというわけではないが、来ていただけるお話があればそういう所に誘導する

というような位置にさせていただいて、一番は吉田だが、胡麻目から大島川の間につい

は、確かに広い所もあって商業施設が来てもやれそうなイメージもあるが、田んぼや果

樹が守られている場所なので、そういった景観を守る位置として城山公園から上がった



ところの辺とかを考えていただければと思うが、残していくというところで検討させて

いただきたいと思うがいかがか。 

よろしいようなので、フルーツラインについてはそういうふうにさせていただいて、

先ほど人と土地の結びつきの話があったが、これからの将来の土地を考えていく上で、

非常に重要なことである。町の方がまだまだ人について追いついていないというのはそ

のとおりで、高森町だけではなく日本全体がそういう状態であるだろうと思う。今、地

方創生を行っているところで、若い人たちを増やすことであったり、本社企業を地方に

移すなどの施策がこれからどんどんうたれてくる。そういったところで、人口を増やし

ていくという取り組みをするが、高森町が日本一のしあわせタウンで一番考えているこ

とは、誰でもいいから高森町来てくださいではなくて、例えば一緒にまちづくりをやれ

る方であったり、地域の常会に入って活動していただける方であったりと、そういった

方に是非来ていただきたい。一番手っ取り早いのは、高森町で育った方が高森町に帰っ

てくるという、それをやれば親も常会に入っているというそこのルールの中できっと上

手くいくだろうと考えている。ある程度そういうことができるためには産業も必要で商

業も必要で、尚且つ農業も必要だという視点で検討していく。それが人を築くというと

ころであっているかどうかわからないが、そういう目標を持って取り組んでいるという

ことでご理解をいただきたいと思います。日本一のしあわせタウン総合戦略についても、

まだ出来上がっていないので、それについてパブリックコメントを求めますので、ご意

見があれば寄せていただきたいと思いますので、この土地利用計画と合わせて見ていた

だいて、是非お願いしたいと思う。土地利用計画に話を戻すが、農地が高森町のベース

だというのは、どこの地区で説明会をやってもそういうご意見があったので、後継者が

いないことが課題になってくるということが浮き彫りになっていた。しかし、その中で

も高森町の農地として黄色で示している所は、まとまった農地として生産能力が高い、

ここの農地であればお金が稼げて農地としてやっていけるというような部分を選択して

いるつもりである。この農地を守る所を示している部分について、何かご意見があれば

いただきたいと思うがいかがか。 

 

委員：資料図面左下の下市田の所の農地、田んぼのところを見ていただきたい。今、工業

ゾーンとして青く塗ってあるが、これを全部含めると 60 町歩くらいある。60 町歩という

と米を作ると６千俵とれる。ところが、米の値段は 1万円～1.2 万円くらいですが、仮に

1万円とすると６千万円になる。ところが米をつくるのにコストがかかり３割くらいしか

利益にならない。６千万のうち２千万円しか利益にならない。２千万円というと、ちょ

っと良い会社に勤めていると考えればどうか。それがこの地域のポテンシャルというか、

経済的なポテンシャルになると考えられる。そう考えると、ここで米を作って高森町内

で消費する、そうした農家が 20 人も 30 人も暮らしていけるという状態にならないと農

業は成り立たないと考えると、同じように上段道の所もいえると思う。農地を守るとい



うより、農家を守るということを考える必要がある。地元で作る農産物をいかに高くみ

んなで消費するかを考えるのが大事である。 

委員：黄色い部分の農地については、まとまって農業としてやりやすい環境でもあるので、

まとまった集約農地についてはこれからも保全できるような考え方でいいと思う。しか

しながら工業団地のゾーンの所は、工業団地としても建設資材置き場とか、企業立地が

なく野ざらしになるような、転用はしていないが農地として使われていない、例えば田

んぼ一面であれば、秋は黄色で景観が良いということがあって、ごみごみしたことのな

いような部分、まとまった農地を示してやっていければいいと思います。もう一つは儲

かるようにということもあったので、下市田は柿の工場ができたり、やはり市田柿とい

うもので高森町も全国的には発祥地としてあるので、そうしたものを利用しながら発展

出来るようなものをつくっていくことが出来たらと思う。できるだけ、農業という部分

を残していただきたいと思う。 

 

委員：山吹に黄色い優良農地保全ゾーンとなっているが、これだけ優良ゾーンがあって後

継ぎのいる家は２件しかない。その辺の現実をもう少し考えていかなければいけない。

それともう一つは、今は農業を続けていくのにも、商業をやっていくのにも、会社勤め

をしていくのにも、ここにあるゾーンのどれ一つ欠いても成り立たないと思う。何も作

らないで資材などを放置したら景観としても良くないし、農地としても活かされていな

いし、商業としても活かされていないというような部分が虫食い的に増えてきてしまう

のが一番もったいない。高森町全体の資産価値を下げてしまうと思う。何一つ変調する

ことがないように、高森町全体の価値というものを上げていく。個人的な意見だが、子

どもたちが将来大学で都会とかいろんな所へ出て学んで、仕事もどんどん覚えてきて、

覚えたことや学んだことを持ち帰れる場所を、高森に用意してあげないといけない。今

のままだと学びに出て、学んだことを戻ってきて活かす場所がないと思う。全てものを

何も欠かすことなく、育てていかないとだめになる。そうしないと存続できないと思う。 

 

委員：高森で町民となっていただける方は、誰でもいいのではなくて、町の意向に賛成し

てくれる方に町民になってもらいたいという話があったが、例えば組合にしても、吉田

に関しては親が組合に入っていれば、２件目の子は組合に入らなくていいことになって

いる。そういう面倒なことは親がしてくれれば、若い世代の夫婦は入らなくてもいい。

定年等で時間ができた人たちの組合という捉え方が、若い人たちにあって、組合に入ら

なければ町民になってもらいたくないというのは、今のままの組合のやり方では無理で

はないかと思う。組合に入れない人はここに来てほしくないとはっきり言う吉田の方達

もいる。それはそれでいいと思うが、町としてそこまでカラーを出してしまうと、若い

人たちに来てもらうのは厳しいかなあと思う。出て行った人たちが戻ってくるという一

番簡単な方法は、仕事を見つけてあげることだが、それは何かというと、会社というよ



りも商売、サービス業だと思う。そういったものを子どものころから個性を伸ばすとい

う教育をしていると思うが、せっかくリニアが出来て東京と短い時間で行き来ができる

ので、そういう意味のタウンづくりといった方が若い世代が戻ってくるのではないかと

思う。 

 

室長：なぜそのように言っているかというと、一つは皆さんの中で話し合いをしていただ

いた、まちづくりの基本条例では自治組織の加入に努めるものとすると明確に 13 条で謳

ってあるからで、それは議員の皆さんにもご同意を頂いており、一緒に策定したメンバ

ーの皆さんもこの町には大切だろうという条件があったので、自治組織への加入という

ことをきっちり謳っているということが一点であるが、今のままの自治組織で良いとは

言っていないので、自治組織も改革、改善しなければいけないということも条例の中に

謳ってある。それに向かって動き始めているので、是非ご理解をいただきたいと思う。

農業サイドの方から弁明ではないが話をさせてもらうと、今、「人・農地プラン」という

もので人と農地の計画を作っている。どういう計画かというと、今までは一件の中で自

分の見える範囲の中で農業をやって生産を上げて取れ高で暮らしていくスタイルだった

が、だんだん経済が低迷してきたことにより、同じような生産をしていても儲からず生

活できないというふうに変わってきてしまっているため、その農業をやってくれる少な

い人で、広大な農地を守っていきましょうという考え方である。よって、農地の集約化

をして農業もできれば法人化して少人数での大規模経営をしないと、これからの農業は

立ち行きができないということで、産業課の方ではそういった方向で検討している。そ

れ以外の人たちは何をするのかというと、やはり会社勤めになるというのが結論で、農

地に関しては分散していて集約ができない場所については難しいだろうという判断をし

ている。このまとまりが良いのか悪いのかというのもあるし、たしかに天竜河原につい

ては他の開発について魅力的な場所ではあるが、冒頭にも言った通り天竜河原は高森だ

けではなくて、国のいろんな事業が入ることで手をつけられないので、計画をあげられ

ない状態になりつつある。 

現状を維持するということについて、条件として町からは国道沿線だけは自由にさせて

ほしいと言ってはあるので、そうなればよい。ただ、これが 20 年、30 年先に、リニアが

開通した後、下市田河原がこのままの農業地でいいのかどうかについては、10 年後、20

年後の人たちに考えてもらうというところに置いておいて、今の段階では農業を守って

くださっている方たちがいるので、そういった意思を尊重したいと思う。ただ、工業地

ゾーンが下市田河原にあるのですが、働く場所という話で、ある程度大規模の工業地を

用意して誘致するということも大切なことだというのが一つと、今、高森町で考えてい

るのはその大規模工場などの企業誘致ばかりではなく、パソコン１台で働けるような企

業の本社機能を移転するのが一つで、今一番働きかけしているのがＮＴＴなどＩＣＴ産

業のデータセンターを高森町に持ってきて欲しいと誘致をいろんな所で働きかけをさせ



ていただいている。そういったものが国道沿線や広域農道の沿線にできる可能性はある

が、高森町にリニアや三遠南信ができて、もしも大きい工場が高森に来たいといった時、

高森町では土地が用意できないでは困ると思う。そのため農地として変えることはでき

ないが、今のところ農地の下市田河原の一角を工業地ゾーンとして、そういった開発が

来た時に優先的に工業地として提供できる場所としてこのように考えたのですが、これ

らについてご意見いかがか。 

 

委員：企業が進出してくるのがどういう時かというと、新しい製品を作ったり、東海沖地

震で工場がなくなって駄目になってこっちに来るとか、特別な事情がないと出てこない。

日本の企業はどんどん海外に出て行ってしまって、そのような工場が来るということは、

ほとんど考えられない。何か新しいものを作るという状況が発生する以外に、事件や事

故などのきっかけがないと絶対に来ないので難しいと思う。先ほどのお話のように都会

からどういう人が帰って来るかというと、店を構えたりとか小さな店を開いたり、パソ

コン 1 台でできることなどそういう人たちが少しずつ帰ってくるのではないかと思う。

それがこれからの傾向ではないかと思う。 

 

委員：これはやはり飯田市と一緒になって、メディカルバイオクラスターとか宇宙産業ク

ラスターとかそちらの分野を引っ張れる形で、工業としては広域連合などと連携してい

くのがいいと思う。 

 

委員：工場で土地が欲しいといった時に、町で用意ができないというのは、横浜ゴムのよ

うな事情になると町も大変なことだと思うので、下市田のところも工業団地で良い場所

と思うが、松川インターから近い場所というと、職種によるが山吹のところも良いので

はと思う。ＮＴＴなど、自宅のような場所でもできるような関係の仕事をこちらに誘致

したいというのは、こういう環境でも仕事出来る人もいるため良いと思う。またこちら

の果物は本当においしい。こちらから都会の人に送ってあげると、都会のスーパーの果

物はまずくて高くて買えないと言われる。そういうおいしい話もいっぱいあるので自信

を持って勧められるところだと思う。 

 

委員：地元から何かをやらなければいけないという気持ちが必要だと思う。牛牧区では、

インターネットを使って牛牧区の全ての情報の発信を日本中、世界に向けてホームペー

ジでやっている。全ての事業がそうだが、専門委員を設けて、補助員が６名いて常に情

報を与えてやっている。牛牧の関係はいろいろ伝統芸能の関係があり、義士踊りについ

ても全て情報発信をしている。若い人たちが主体になって仲間を呼び込んでもらって牛

牧の魚クラブをつくり、キャンプ場を整備した。そういう情報も発信している。また、

来年２月、御柱祭これについても今年から区の仕事として、情報を発信して皆が牛牧に



住んでもらえるように取り組んでいる。そういうことも大事だと思う。 

 

委員：下市田の工業団地の話だが、農業人としてはこれだけ広大な穀倉地帯を残して欲し

いと気持ちがあるが、先ほどの話であった大きい工業地が必要となった場合、高森にな

いのかと言われた時のために準備しておく所も必要で、それ以外の工場が点在している

ところより、やはりこういう所に工業団地の延長として用意しておく必要はあると思う。

また、環境が良くて人が来ると言うところもあり、環境の良い所も必要なのではないか

と思う。 

 

委員：今度、ＮＨＫで大河ドラマが始まるが、そういったものを通して町に人が来ると思

うが、そうした人たちの為に案内看板やマップをつくることを区で準備している。そう

したものを地元からやっていかないといけないと思う。 

 

室長：土地利用とは少し離れてしまうが、ＮＰＯとか上手くいく事例として、行政に任せ

ておいたら絶対うまくいかないと言い始めてやると、成功するというのがこれまでにあ

るので、是非そういう気持ちでどんどんやっていただきたい。まとめをさせていただく

と、工業地についてはこの位置がいいのかどうなのかというのは別の議論もあるが、あ

る程度この広さと今の続きという部分であったり、道路整備の関係で農免農道の先線が

これから明神橋の所まで平成 31、32 年あたりまでの予定で整備できると、動きが出てく

るのではないか。先ほどご意見もあったが南信州広域連合では航空クラスター産業の誘

致ということで信大の開発部と提携して、飛行機産業をどんどん誘致していく動きがあ

る。当然、喬木や豊丘にも工業団地がありますが、喬木では当面リニアのコイル工場で

使うということになり、高森もコイルの置き場として一部提供する話もさせて頂きなが

らやっているので、そうした部分も含めて今すぐ工業団地の関係で良い話があった時に

すぐ用意できる準備をできるのかということについて、先ほど横浜ゴムの話もあったが、

必ずしも町が用意出来なかったということではなくて、たまたま横浜ゴムが豊丘に倉庫

を持っていたということがキッカケで移転となった。何のキッカケでどういう人たちが

出てくるのか分からない部分もあるので、そのキッカケづくりのためにも町としてはこ

ういう方向性を持ちたいということは明確にさせていただきたいと思う。ただ前段に申

し上げた受益面積を維持するという国との兼ね合いもあるため、そこを整理させて頂き、

最終的な判断は町に任せていただければと思うのでよろしくお願いする。 

 

本日いろんな意見がでたことについては大変感謝する。地方創生の総合戦略の委員の皆

さんにも今のようなお話をさせていただき、戦略も作っている。この土地利用が総合戦

略やまちづくりプランを土地の面から支える大切なものだと認識しているが、概ね町が

目指す方向性というのはこれで示せるのではないかと思う。本日の会議をもって一回ま



とめさせていただいて、どういうものがどういう理由で欲しいのか、どういう所を誘致

するのか、景観として残すのか、きちんと理由付けをしながら、計画書のまとめをさせ

ていただきたい。まとまった段階で会議をお願いすることになると思うが、ひと月くら

いお時間をいただきたい。この続きの景観条例の話についても、地区の懇談会でもさせ

ていただきましたが、景観計画については法定計画になるので、県の許可などの作業が

必要になる。もうすでに、先ほど牛牧区長が言ったように牛牧と上市田については景観

住民協定があり、もし作っていただけるのであれば、大島山あたりでも瑠璃寺を中心と

した景観協定を作っていただければと考えている。それと町の景観条例、景観計画がう

まくタイアップするような形で景観計画を作成していきたいが、これについては町民の

皆さんからも意見募集しなければいけない。手続きのやり方は国の方で示されていて決

まっているので、今年度中について景観計画については、無作為抽出で 2,000 名の方に

アンケートをとって、そのアンケート結果をまとめるまでの作業をさせていただきたい

と思っている。その後については、できれば今日集まっていただいている皆さんには、

引き続き景観の関係についても、ご協議をお願いしたいと思うが、土地利用計画がまと

まった段階で、いったんはお開きにさせていただいて、個別にその後参加させていただ

けるかについてご相談させていただきたい。次に、ある程度まとめができ、皆さんにご

了解いただければ、見ていただいてものを町の案として出させていただいて、町民の皆

さんにパブリックコメントを求めるというような手続きになるのでお願いしたい。最後

に一番大事なことは、これができたからこの通りになるという計画ではないということ

である。実は、なぜ農振地が落ちているかというと、農地法を超える法律・計画ではな

いということである。いくらこのゾーンを引いたからといって、第 1 種農地の転用が簡

単にできるわけではない。ただ、第 1 種農地を転用する際の申請があがった時の審議会

の中で、この計画があるということ、ここはこういう場所だよということが一つの参考

要素になると思っていただいて結構だと思う。もう一点は、都市計画法があるので、都

市計画法に基づいた計画の方がこの計画よりも上位に来ることになる。よって、既に引

かれている都市計画道路の街路の関係や、商業地域、市田駅周辺の商業地域が山吹の下

平駅に移るというイメージでは無い。山吹の商業ゾーンについても商業地域としては指

定できないということになる。都市計画上、一つの町に二つの商業地域を設けてはいけ

ないということになっている。そういうことはあるが、高森町としては都市計画区域で

はないが、商業としてはここを発展させていくという位置づけになるので、この計画を

ご議論頂いているが、法律的には農地法や都市計画法に勝てる計画ではないということ

でご理解をいただきたい。今のところ、全体を通して何かご質問等はあるか。（質問なし） 

少し時間も遅くなってしまい大変申し訳なかったが、非常に中身の濃い議論をいただい

たので、それを参考に私共の方でまとめをさせていただきたいと思うのでよろしくお願

いしたい。 

以上 


